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第 8 回未来会議（全体会） 議事録 

⿅ノ台未来まちづくり会議（未来会議）会⻑ 須都 紘 
書記・広報 鈴⽊ 豊 

⽇時：令和 3 年 10 ⽉ 24 ⽇（⽇）13:30〜14:20 
各分科会の打ち合わせは 16:30 まで 

会場：⻄集会所 

出席者：（順不同、敬称略） 
須都 紘（会⻑）、伊藤 智⼦、⿊部 實（以上 副会⻑） 
鎌⽥ 卓（事務局⻑）、鈴⽊ 豊（書記・広報）、蔵⽥ かほり（会計） 
⽥⼝ 信義、中世古 昭⼀、⼭地 祐輔、⼭⽥ 勲、野津 拓也、 
中⾕内 政之、⿊⽥ 勝⾏、福家 稔、⾕猪 富貴⼦、⼭⽥ 修、渡辺 昇 

傍聴：中尾議員（⽣駒市議会） 
⽋席：梅本 慎⼆郎、須⽥ 健⼀ 

配布資料： 
① 議題 
② 未来会議通信紙「みらい」第２号（案） 
③ 「⼦育てしやすいまちづくり」分科会 活動報告 
④ 「交流・賑わい・⽂化の⾹りするまちづくり」分科会 活動報告 

須都 未来会議会⻑より 
・前回は連合会役員との連絡会を開催し、未来会議のこれまでの活動を総括的

に報告することができた。連絡会後、連合会役員に未来会議の議事録も配布し、
理解を深めていただいた。 

・9 ⽉末で暫定期間が過ぎた未来会議の役員は⼀部が⼊れ替わり、今回から新体
制となっている。 

・また今回から会議の前半を未来会議の構成員全員の認識共有及び議論の場と
し、後半は各分科会に分かれて意⾒交換を⾏うやり⽅に変更する。各分科会に
おいてさらに深く検討を進め、中期計画の内容を充実させていただきたい。 

・分科会の専⾨委員委嘱について、のちほど提案が⾏われる。 
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未来会議通信紙「みらい」第２号について 
・連合会役員との連絡会で報告された内容について、⿅ノ台の住⺠の皆さんに

もお知らせしたいので、通信紙「みらい」第２号を発⾏することを提案したい。 
・転⼊促進のために作成した「⼦育てするなら、⿅ノ台。」のチラシには、⿅ノ

台の住⺠の皆さんに知っていただきたいことも書かれている。このチラシも
付けて回覧する。 

・未来会議の広報活動を充実させるため、広報のお⼿伝いをしていただくボラ
ンティアも募集したい。 

・住⺠の皆さんからのご意⾒も、引き続き募集していく。 

意⾒交換 
・「⼦育てするなら、⿅ノ台。」のチラシで、⿅ノ台の住みやすさは⾃治会のボ
ランティア活動の成果であることがしっかり伝わればよいと思う。 

・（会⻑）内容について異論も無いので、発⾏させていただく。 

「⼦育てしやすいまちづくり」分科会からの報告 
略称：「⼦育て」分科会 

体制 
・リーダー：鈴⽊ 
・転⼊促進サブリーダー：野津さん 
・⼦どもの居場所サブリーダー：伊藤さん 
・参加者：梅本さん、蔵⽥さん、⿊部さん、⼭地さん、⼭⽥（勲）さん、須⽥さ
ん、⾕猪さん 

転⼊促進 活動経過 
・「⼦育てするなら、⿅ノ台。」チラシが納品され、主に下記の場所に約 1,700

部を配置済。 
‐⿅ノ台に売り物件を持つ不動産事業者の営業所 
‐⿅ノ台内と⿅ノ台周辺の幼稚園・保育園 など  

・「⿅ノ台の魅⼒」Web サイトは 9/18 に更新済で、これまでの参照者数は延
181⼈。「⼦育てするなら、⿅ノ台。」チラシのQRコードなどから直接、訪問
されていると想定される。今後も参照者数を増やす取組みを継続していく。 

・チラシ配布を受諾した不動産事業者は、このサイトを⾒て承認している。チラ
シを Web サイト経由で顧客に情報提供したいという声があり、「⿅ノ台の魅
⼒」Webからダウンロードできるようにした。 
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⼦どもの居場所 活動経過 
・⿅ノ台⼩学校・中学校在校⽣の約４割は美⿅の台在住であり、⼦どもの居場所

を検討するうえで美⿅の台との協働は不可⽋である。このため、下記２名の専
⾨委員委嘱を提案する。 
‐中尾 節⼦さん（⽣駒市市会議員／前美⿅の台⾃治会⻑） 
‐有信 いづみさん（美⿅の台⾃治会⻑） 
→ 承認 

今後の進め⽅ 
・転⼊促進として、近隣の住宅展⽰場に配置を依頼するなど、「⼦育てするなら、

⿅ノ台。」チラシの配布を進める。 
・学校に関する課題を含め、置き去りになりがちな「⼦どもの視点」から対策の
⽴案を進めていく。 

学校に関する課題 
・学校がたいへんなことになっている。 
・⿅ノ台⼩学校では教員の定員割れが起きている。 
・以前よりも落ち着きのない児童が増えている。 
・放課後に⾏く場所のない児童がいるが、受け⽫が地域にはない。 
・全国の⼩学６年⽣を対象に実施された「令和３年度全国学⼒・学習状況調査」

で、⿅ノ台⼩学校の児童に下記の課題があることが明らかとなった。 
1. 国語、算数ともに平均正答率が⽣駒市平均よりも低い 
2. 国語の結果からは、⾃分の考えをまとめて書くことが苦⼿ 
3. 算数の結果からは、式にすることはできるが、⾔葉での記述が苦⼿ 
4. 全国平均に⽐べ、⽣駒市全体で⾃⼰肯定感が⼤幅に低い 
5. 「学校に⾏くのが楽しい」と回答する割合が⼤幅に低い 

・課題が⼤きく、もはや学校だけでは対応できなくなっているのが現実である。
地域として、⼦どもたちをフォローするために何ができるのかを考えていき
たい。 

意⾒交換 
・ハウスメーカーがまちづくりに参加したいと⾔い出している。家だけを売る
時代は終わったと思う。 

・「⿅ノ台の魅⼒」Web サイトは更新されたが、⾃治連合会のWeb サイト内に
情報が古いまま放置されているページがある。⾒た⽬も含めて、更新していく
ことを検討していく必要がある。 
→ 市の広報がWeb デザインのノウハウを持っている。相談すればよい。 
→ ⼦育て世代向けの⾒た⽬にはなっていないが、各コンテンツは充実して
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いる。ペットの写真掲載は、背景に写った⿅ノ台の良い景⾊を知っても
らう試み。 

→ 単位⾃治会で、評議員会の議事録を掲載していないところもある。 
・（⽥⼝連合会⻑）これらの課題をホームページ委員会と協議する。 

「⾼齢者にやさしい⽀え合いのまちづくり」分科会からの報告 
略称：「⾼齢者」分科会 

体制 
・リーダー：鎌⽥さん 
・サブリーダー：中⾕内さん 
・参加者：⽥⼝さん、中世古さん、福家さん、⿊⽥さん 

活動経過 
・コミュニティバスや ICT 活⽤については連合会に組織があるが、これ以外に

も⾼齢者の課題を取り扱っている委員会、クラブなどがある。 
・それぞれがどのような取組みをしているのかをまず把握したい。 
・重複している項⽬や不⾜している項⽬が何かを明確にすることで、課題を⾒
出していきたい。 

意⾒交換 
・どのような⾏程で進めていくかを⽰してください。 

「交流・賑わい・⽂化の⾹りするまちづくり」分科会からの報告 
略称：「交流」分科会 

体制 
・参加者：須都さん、渡辺さん、⼭⽥（勲）さん 
‐リーダー等は決めていない。 

活動経過 
・下記の３点を検討している。 

1. ツツジの季節に合わせて中央公園で野外コンサート 
2. ⿅ノ台⽂化スクール（仮称）を設⽴ 
3. いきいきホール・多⽬的スペース跡地の活⽤ 

野外コンサート 
・野外コンサートを⿅ノ台の緑豊かな環境を住⺠に楽しんでもらう機会とし、
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商店街ともタイアップしてまちの活性化に繋げたい。 
・実際に⿅ノ台に来てもらうことで、転⼊希望者に対するアピールにもなる。 
・納涼祭（８⽉）、オータムフェスタ（10 ⽉）に加えてツツジの美しい５⽉に野
外コンサートを開催することで、それぞれのイベントに特⾊を持たせること
ができる。 

・⿅ノ台中央公園のステージのあるところが会場候補地。 
・電源、椅⼦、テント等の確保が課題である。駐⾞スペースについては、中学校

と交渉したい。 
・コロナ禍が終息すれば、来年の５⽉に開催したい。 

⿅ノ台⽂化スクール（仮称） 
・⽂化スクールを開設し、⿅ノ台を愛する住⺠の⽅々に楽しみとうるおいを提
供したい。 

・様々な経験、知識をお持ちの住⺠の⽅に講師になっていただきたい。 
・外国⽣まれの⽅々との交流会やスマホなどの実務的な講習会、写真・料理・絵

画等の講習会の開催や、⿅ノ台の歴史を語る場としても活⽤したい。 
・南集会所で開催した英語講演会「ハロウィンの起源と歴史」は、ポスター貼り
出しのみで 40名超の参加があったので、ニーズは⾼いと思う。 

いきいきホール多⽬的スペース跡地の活⽤ 
・多⽬的スペースは現在閉鎖中であるが、今後、取り壊しが⾏われる。跡地を有
効活⽤するため、⼾外で遊べる場として活⽤したい。 

・⼾外でのライブ演奏、ストリートピアノ設置、マルシェやフリーマーケットの
他、⼦どもたちが集まる場にもできる。 

・ハロウィンの季節に毎年、仮装イベントを⾏うのも楽しいと思う。 

意⾒交換 
・商店街の通りを歩⾏者天国にして、コスプレなどのイベントをやると集客⼒

がある。 
・中央公園から商店街に⼈の流れが向かうようイベントを配置したらよい。 

→ 商店街の会⻑とは事前によく打ち合わせしておくほうがよい。 
・商店街で⾃治会に⼊っていない商店にはどのように対応していくのか。 
→ 費⽤負担が発⽣する際には、応分の負担をしてもらわざるを得ないが、
⾃治会と商店街は共存共栄が基本。⾃治会に⼊るメリットを⽰して加⼊
してもらうことを考えたい。 
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令和 4 年度予算編成について 
・来年度の運営費予算と事業経費予算について、幹事会でとりまとめて改めて

お⽰しする。 
→ 連合会への予算案の提出期限は、1 ⽉中旬である。 

その他 
・ダンボールなどを⾃治会の資源物回収に出さずに、通常のゴミとして捨てて

しまう⼈がいる。資源物回収に出せば⾃治会の収益となり、⾃治会員に還元で
きることを改めて周知する必要がある。 

・1 ⽉の未来会議の開催⽇程について、評議員会と重なっているため、全体会、
幹事会ともに⼀週間ずらして開催したい。 

各分科会の打ち合わせ 
・各分科会に分かれて、打ち合わせを実施 

次回 

⽇時 
11 ⽉ 21⽇（⽇）13:30 ‒ 16:00 

「南北」の構成員及び幹事は 13:15 集合 

会場 
⻄集会所 

主な議題（案） 
1. 各分科会からの報告 
2. 各分科会の打ち合わせ 
3. その他 

以上 


